
月　日 時間 会　場 講演会名 単位 C.C

演題）

講師） 久留米大学医学部内科学講座腎臓内科部門

講師　甲斐田裕介 先生　　他

演題）

講師） 自治医科大学　特命教授　大澤博之先生

講師） 国立精神・神経医療研究センター

 理事長　 中込 和幸　先生

演題）

講師）

演題）

講師）

演題） 当院のCOVID19診療経験

講師） 医療法人栗林医院　院長　栗林　景晶先生

演題）

講師）

演題）

講師）

演題）

講師）

演題）

講師）

演題）

講師） JCHO久留米総合病院　乳腺外科

副院長　山口 美樹　先生　他

ＷＥＢ
開催

不眠症診療を考える会
WEBセミナーin筑後佐賀

73

2型糖尿病薬物治療：GLP-1受容体作動薬の位置づけ

北海道大学病院　糖尿病・内分泌内科
　　　　　　　　診療准教授　中村 昭伸　先生

    ※視聴に関する問合せ先：佐藤(e-mail:kzhs@novonordisk.com TEL:080-5927-8774）

エキスパートコンセンサスによる睡眠薬適正使用について
〜ベンゾジアゼピン系睡眠薬からオレキシン受容体拮抗

薬への切り替えの可能性〜

久留米大学神経精神医学講座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教 加藤 隆郎　先生

※ウイルス感染症拡大防止の為、延期又は中止になる場合があります。
 開催当日、当医師会ホームページよりご確認の上、ご参加下さいますようお願いします。
 感染対策の為、参加者の人数制限をされる場合があります。ご参加頂く際はマスク着用を
 お願い致します。

30日(金) 19:00 マリターレ
創世

第16回久留米・筑後乳がん
診療地域連携研究会

(有料:500円）
1

10
18

久留米・筑後地域におけるUPPの今後の取り組み　他

※視聴に関する問合せ先:菅原(e-mail:k-sugahara@hhc.eisai.co.jp　TEL:070-2474-2333）

※視聴に関する問合せ先：亀井（e-mail:takeshi.kamei@sumitomo-pharma.co.jp）

27日(火) 19:00

26日(月) 19:00
ＷＥＢ
開催

GLP-1WEB講演会 in
FUKUOKA

1

久留米内科医会
学術講演会

1 82

糖尿病治療におけるイメグリミンの役割を考える

久留米大学医学部内科学講座
内分泌代謝内科部門　助教　井口 志洋 先生

1 20

10
73

チームで取り組む肝硬変合併症のマネジメント
～ストゥループテストを含む～　他

久留米大学医学部内科学部講座　消化器内科部門
　　　　　　　　　　　　助教　中野　暖　先生　　他

※視聴に関する問合せ先:神納（e-mail:jinno-k@aska-pharma.co.jp TEL:070-3874-2718）

27日(火) 19:00
萃香園

※同時に
ＷＥＢ開催

23日(金) 18:45

ホテル
エスプリ

※同時に
ＷＥＢ開催

チーム医療を考える会
～多職種連携による

肝硬変合併症マネジメント～
1

※視聴に関する問合せ先：早川（e-mail:hayakawa_shuu@mail.tsumura.co.jp）

22日(木) 19:00 萃香園
久留米外科医会

学術講演会
1 8

20日(火) 18:30
ＷＥＢ
開催

ほとめきWEBセミナー 1 00

急いでください！
HPVワクチンのキャッチアップ接種　他

久留米総合病院　院長　牛嶋　公生 先生　他

※視聴に関する問合せ先:小松(e-mail:komatsu17a@forestg.jp　 TEL:080-2707-4967）

第232回筑後小児科
医会セミナー

1 83

『感冒（COVID-19の諸症状含む）に用いる漢方薬』
日本東洋医学会作成
「非漢方専門医向け簡易フローチャート」解説

久留米大学医療センター先進漢方治療センター
助教/漢方小児科 田中　聡子　先生

1 12
CKD進展阻止のための降圧治療 　　他

3

※視聴に関する問合せ先:小川(e-mail:Ogawa.Runa@otsuka.jp）

演題） 精神疾患レジストリ（マイレジストリ）の概要

3日(土) 17:00 萃香園

第38回久留米大学
医学部精神神経科

夏季セミナー
（受講料：6,000円）

2

8日(木) 19:00
医師会館
※同時に
ＷＥＢ開催

学術講演会等の予定（令和６年８月）
内　　　容

2日(金) 19:00
久留米

医師会館
　胃内視鏡セミナー 1 7

LCI・AI内視鏡を用いた胃癌診断精度向上を目指して

1日(木) 19:00

マリターレ
創世

※同時に
ＷＥＢ開催

高血圧と慢性腎臓病の
予防と管理

～かかりつけ医の重要性～


